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二
面
、
余
市
岳
行
方
不
明
者
捜
索
・
雪
像
見
学
会　
　
　
　
　

五
面
、 

Ｏ
Ｂ
投
稿
記
事

三
面
、
全
自
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
・
隊
内
生
活
体
験
支
援
他　

六
面
、
定
期
異
動
者
紹
介

四
面
、
旅
団
Ｉ
Ｃ
Ｅ
訓
練
・
旅
団
小
火
器
射
撃
競
技
会
・　
　
　

    

Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
等

　
　
　

北
海
道
自
衛
隊
銃
剣
道
選
手
権
大
会
他　

第
六
十
六
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
協
力
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▼ 雪の中作業をする隊員達▼ 細部まで忠実に描きこまれたキャラクター
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四
十
億
五
千
万
＄…

皆
さ
ん
は
こ
の
数
字
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
る

だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
金
額
は
「
ウ
ォ
ル

ト
デ
ィ
ズ
ニ
ィ
ー
社
」
が

「
ル
ー
カ
ス
フ
ィ
ル
ム
社
」

を
買
収
す
る
際
に
支
払
わ

れ
た
金
額
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
十
月
三
十

日
、
「 

ル
ー
カ
ス
フ
ィ
ル

ム
社
」
買
収
が
発
表
さ
れ

た
際
、
当
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ル
ー
カ
ス
氏
曰
く
、
「 

自

分
が
会
社
を
去
っ
て
も
『

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
は

今
後
百
年
は
続
く
」
と
言

葉
を
残
し
た
。

　

そ
し
て
今
年…

  

第
六
十
六
回
さ
っ
ぽ
ろ

雪
ま
つ
り
（
二
〇
一
五
年

二
月
五
日
～
十
一
日
ま
で

開
催
）
Ｓ
Ｔ
Ｖ
広
場
に
、

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
を
題

材
に
し
た
巨
大
な
雪
像
が

姿
を
現
し
た
。

 

「
雪
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
雪

像
は
大
型
ダ
ン
プ
で
約
七

百
台
分
の
雪
を
運
び
（
約

三
千
五
百
ｔ
）
作
ら
れ
た

大
作
で
あ
る
。

　

高
さ
は
一
番
高
い
所
で

約
十
五
ｍ
、
正
面
幅
は
約

二
十
二
・
五
ｍ
、
奥
行
き

は
約
二
十
ｍ
と
今
回
作
ら

れ
た
雪
像
の
中
で
も
群
を

抜
い
た
大
き
さ
で
あ
る
。

　

こ
の
雪
像
を
手
掛
け
た

の
は
陸
上
自
衛
隊
第
一
雪

像
制
作
隊
（
第
十
一
特
科

隊
、
第
十
一
偵
察
隊
、
第

十
一
高
射
特
科
中
隊
）
で
、

製
作
期
間
に
約
一
か
月
を

費
や
し
た
。

　

今
回
の
特
徴
は
、
原
画

を
書
き
上
げ
た
段
階
で
ジ

ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
氏
が

直
接
そ
れ
を
見
て
絶
賛
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
会
議
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
本
社
に
戻

っ
て
情
報
収
集
を
し
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス

氏
も
ま
さ
か
一
自
衛
官
の

書
い
た
原
画
に
、
と
て
つ

も
な
い
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
を

感
じ
る
と
は
想
像
も
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

開
催
期
間
中
の
見
学
者

か
ら
は
、
「 

ベ
イ
ダ
ー
か

っ
こ
い
い
！
」
、
「
飛
行
機

の
模
様
が
細
か
く
表
現
さ

れ
て
い
て
す
ご
い
！
」
な

ど
、
各
所
か
ら
絶
賛
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

　

途
中
、
雨
に
よ
っ
て
雪

像
の
一
部
が
壊
れ
る
等
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が

そ
れ
で
も
開
催
期
間
中
は

多
く
の
外
国
人
を
含
む
観

光
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

今
回
制
作
さ
れ
た
雪
像

は
、
過
去
に
制
作
さ
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
デ
ィ
ズ

ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
）

の
中
で
、
初
め
て
メ
ー
カ

ー
（
ル
ー
カ
ス
フ
ィ
ル
ム
）

公
認
を
受
け
る
事
と
な
り
、

話
題
性
で
も
非
常
に
注
目

度
の
高
い
雪
像
と
な
っ
た
。

※

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

　

期
間
は
、
曜
日
に
関
係
な
く
例

年
二
月
五
日
～
十
一
日
の
一
週
間

で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
の
来
場
者
数
は
、
約
二
百

三
十
五
万
人
で
あ
り
、
第
四
十
四

回
以
降
で
は
過
去
五
番
目
の
来
場

者
数
で
あ
っ
た
。

▲ 雪像引き渡し式前の集合写真

ＳＴＶ広場に完成した「雪のスター・ウォーズ」
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雪
像
見
学
会
開
催

制作途中の雪像に上り、大人も子供も大興奮
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平
成
二
十
七
年
二
月

一
日
、
隊
は
第
六
十
六

回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

会
場
「
Ｓ
Ｔ
Ｖ
」
広
場

に
お
い
て
、
や
ま
ぶ
き

会
並
び
に
隊
員
家
族
等

に
対
し
て
雪
像
見
学
会

を
開
催
し
た
。

　

普
段
は
な
か
な
か
目

に
す
る
こ
と
の
無
い
雪

像
制
作
の
裏
側
と
、
自

衛
隊
の
民
間
協
力
に
対

す
る
一
端
を
見
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
隊
員

家
族
に
は
普
段
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
無
い
、

「
お
父
さ
ん
の
仕
事
現
場

も
見
て
い
た
だ
く
。 

」

と
の
観
点
か
ら
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
行
事
で
あ

る
。

▲　「やまぶき会総会」集合写真

　

午
前
九
時
の
開
場
と

同
時
に
、
待
ち
わ
び
た

家
族
等
見
学
者
達
は
カ

メ
ラ
等
を
片
手
に
色
々

な
角
度
か
ら
撮
影
に
興

じ
た
り
、
記
念
撮
影
を

す
る
等
、
終
始
と
て
も

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

楽
し
ん
で
い
た
。

　

時
折
雪
が
ち
ら
つ
く

厳
し
い
寒
さ
で
は
あ
っ

た
が
、
見
学
者
た
ち
は

配
ら
れ
た
温
か
い
飲
み

物
に
よ
っ
て
冷
え
た
体

を
温
め
て
い
た
。

　

夕
刻
か
ら
は
、
「 

や

ま
ぶ
き
会
」
の
総
会
及

び
懇
親
会
が
実
施
さ
れ
、

隊
と
の
今
後
の
緊
密
な

連
携
も
確
認
さ
れ
た
。

余
市
岳
で
救
助
車
を
保
護
・
搬
送
す
る

▲

▲ 赤
井
川
村
に
二
回
の
災
害
派
遣

（
行
方
不
明
者
捜
索
）

急峻な地形での捜索

　

平
成
二
十
七
年
三
月
一

日
に
発
生
し
た
山
ス
キ
ー

中
の
三
名
の
行
方
不
明
者

発
生
に
伴
う
後
志
振
興
局

の
災
害
派
遣
要
請
を
受
け
、

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
、

余
市
郡
余
市
岳
に
お
い
て

行
方
不
明
者
捜
索
を
実
施

し
た
。

　

捜
索
隊
は
上
級
ス
キ
ー

指
導
官
、
部
隊
ス
キ
ー
指

導
官
を
中
心
に
第
十
一
後

方
支
援
隊
、
第
十
一
偵
察

隊
な
ら
び
に
第
十
一
飛
行

隊
の
支
援
を
受
け
、
特
科

隊
長
以
下
八
十
二
名
で
編

成
さ
れ
、
同
日
午
前
五
時
、

現
地
到
着
、
じ
後
速
や
か

に
北
海
道
警
察
及
び
北
後

志
消
防
組
合
と
連
携
、
捜

索
活
動
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
翌
週
の
十
二
日
、

隊
は
、
冬
季
戦
技
競
技
会

実
施
中
の
と
こ
ろ
、
赤
井

川
村
に
お
け
る
行
方
不
明

者
発
生
の
連
絡
を
受
け
、

速
や
か
に
競
技
を
中
止
し

、
災
害
派
遣
に
移
行
し
た
。

　

十
三
日
朝
六
時
、
特
科

隊
長
以
下
九
十
六
名
を
基

幹
と
し
た
部
隊
は
、
北
海

道
警
察
、
北
後
志
消
防
組

合
と
連
携
を
図
り
つ
つ
捜

索
開
始
、
雪
崩
の
危
険
が

予
想
さ
れ
る
急
峻
な
地
形

で
捜
索
は
困
難
を
極
め
た
。

　

残
念
な
が
ら
発
見
に
は

い
た
ら
な
い
ま
ま
、
十
四

日
午
後
六
時
三
十
分
撤
収

命
令
を
受
け
本
捜
索
は
終

了
し
た
。

隊
員
達
は
雪
深
い
中
、
中
型

雪
上
車
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

及
び
ス
キ
ー
に
よ
る
捜
索
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
同
日
七

時
二
十
四
分
、
山
岳
救
助
隊

と
共
に
捜
索
地
域
に
お
い
て
、

第
二
中
隊
吉
田
二
曹
が
行
方

不
明
者
ら
し
き
三
名
を
最
初

に
発
見
、
速
や
か
に
身
元
確
認

を
行
っ
た
と
こ
ろ
行
方
不
明
者
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

三
人
と
も
大
き
な
怪
我
も
無
く
、

七
時
四
十
四
分
中
型
雪
上
車
に
よ

り
搬
送
し
八
時
二
十
八
分
無
事
下

山
、
消
防
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
隊

は
、
捜
索
隊
の
人
員
装
備
等
の
異

状
の
有
無
を
確
認
、
十
時
撤
収
命

令
を
受
け
無
事
に
帰
隊
し
任
務
を

完
了
し
た
。
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全
自
衛
隊
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
及
び
二
十
二
日
、
ル
ス

ツ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
自
衛
隊

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
基
礎
の
部
に
第
十
一
特
科
隊
か
ら
十

八
名
が
参
加
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
平
年
並
み
の
気

温
の
中
で
の
競
技
と
な
っ
た
。
融
雪
期
と
い
う
特
性
上
、

湿
度
の
高
い
湿
っ
た
重
い
雪
質
で
あ
る
が
苦
境
を
も
ろ
と

も
せ
ず
に
高
い
ス
キ
ー
技
術
を
駆
使
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

競
技
が
展
開
さ
れ
た
。
特
科
隊
員
は
、
行
方
不
明
者
捜
索

を
終
え
て
参
加
し
た
が
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
体
力
、

気
力
及
び
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
意
識
し
た
大
会
と
な
っ
た
。
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個人戦　男子１部　大回転の部　優勝
第１中隊　能代谷士長

個人戦　男子４部　大回転の部　第２位
本部管理中隊　齊藤准尉

  

競
技
結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
。

団
体
の
部　

　
　
　

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

第
九
位
（
四
十
二
チ
ー
ム
中
）

個
人
の
部
男
子
一
部

    

（
大
回
転
二
十
九
歳
以
下
）

　
　
　

第
一
中
隊　
　
　

能
代
谷
士
長

　

        

優　

勝
（
二
十
五
名
中
）

同
四
部　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
大
回
転
五
十
歳
以
上
）

　
　
　

本
部
管
理
中
隊　

齊
藤
准
尉

　
　
　
　
　

第
二
位
（
十
名
中
）

　

隊
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日

（
土
）
、
真
駒
内
駐
屯
地
内
に
お
い
て
幹

部
任
官
行
事
を
実
施
し
た
。
任
官
者
二
名
は
、

非
常
呼
集
に
よ
り
行
動
を
開
始
し
、
ハ
イ
ポ
ー

ト
で
駐
屯
地
内
の
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
疾
走

し
、
決
意
を
新
た
に
幹
部
自
衛
官
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
。
東
体
育
館
前
に
て
隊
長
を
は

じ
め
、
隊
に
所
属
す
る
幹
部
自
衛
官
、
中
隊
の

隊
員
に
出
迎
え
ら
れ
、
任
官
申
告
、
辞
令
書
伝

達
、
服
務
の
宣
誓
の
後
、
隊
長
及
び
中
隊
長
か

ら
制
服
へ
の
階
級
章
の
取
り
付
け
等
を
行
い
、

行
事
を
終
了
し
た
。

隊内生活体験支援

　

隊
は
、
岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社
（
平
成
二
十
七
年

四
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
）
及
び
、
極
東
高

分
子
株
式
会
社
（
平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
三
日
間
）
の
隊
内
生
活
体
験
を
支
援
し
た
。

　

こ
の
隊
内
生
活
体
験
支
援
は
、
団
体
生
活
に
お
け
る

規
律
心
と
協
調
心
の
育
成
・
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
感
を
深
め
る
事
を

目
的
に
実
施
し
た
。

　

実
施
内
容
は
、
隊
長
に
よ
る
防
衛
講
話
、
基
本
教
練
、

体
力
検
定
、
野
外
に
お
け
る
救
急
処
置
、
九
九
式
自
走

一
五
五
ミ
リ
り
ゅ
う
弾
砲
、
八
一
式
自
走
架
柱
橋
な
ど

の
装
備
品
展
示
説
明
、
九
六
式
装
輪
装
甲
車
な
ど
の
体

験
試
乗
、
駐
屯
地
史
料
館
の
見
学
な
ど
で
あ
っ
た
。 

最

終
日
に
は
、
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
軍
を
行
い
、
全
員

が
完
歩
し
、
三
日
間
の
生
活
体
験
を
終
了
し
た
。

　

生
活
体
験
者
ら
は
所
見
に
お
い
て
、
「 

今
回
の
体
験

で
学
ん
だ
規
律
、
礼
儀
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
を
今
後
の

社
会
生
活
に
生
か
し
た
い
。 

」
と
語
り
駐
屯
地
を
後
に

し
た
。

１０キロメートル行進中
（岩田地崎建設株式会社）

装備品展示説明受け
（極東高分子株式会社）

幹
部
任
官
式
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平
成
二
十
七
年
三
月
十
五
日
、

恵
庭
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て

第
十
九
回
北
海
道
南
部
銃
剣
道

選
手
権
大
会
（ 

主
催
、
北
海
道

札
幌
銃
剣
道
連
盟)

が
実
施
さ

れ
、
団
体
戦
自
衛
官
の
部
第
二

部
に
第
十
一
特
科
隊
チ
ー
ム
、

個
人
戦
に
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
参

加
し
た
。

　

特
科
隊
チ
ー
ム
は
、
参
加
前

日
ま
で
災
害
派
遣
に
よ
る
行
方

不
明
者
捜
索
に
参
加
し
て
い
た

た
め
、
急
き
ょ
選
手
を
入
れ
替

え
て
の
出
場
と
な
っ
た
が
、
団

体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
、
参
加

選
手
は
出
せ
る
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
団
体
戦
は
参
加
二
十

個
チ
ー
ム
中
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に

進
出
す
る
成
果
を
収
め
た
。

　

ま
た
、
個
人
戦
で
は
上
位
入

賞
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

出
場
三
選
手
そ
ろ
っ
て
第
１
回

戦
を
突
破
す
る
活
躍
を
見
せ
た
。
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第１９回

自衛官の部第２部、第８位の

成果を残した特科隊チーム

特科隊チーム 第２中隊 西川２曹

第
十
三
回
北
海
道
自
衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
六

日
七
日
の
両
日
、
旭
川
駐
屯

地
北
体
育
館
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
第
十
三
回
北
海
道
自

衛
隊
拳
法
選
手
権
大
会
に
、

第
十
一
特
科
隊
チ
ー
ム
が
団

体
戦
と
個
人
戦
に
出
場
し
た
。

　

団
体
戦
は
健
闘
す
る
も
一

回
戦
で
敗
退
、
し
か
し
個
人

戦
に
お
い
て
本
部
管
理
中
隊

平
塚
三
曹
（
無
差
別
級
）
が

上
位
十
六
名
に
勝
ち
上
が
り
、

三
月
に
朝
霞
駐
屯
地
で
実
施

さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し

た
。

　

今
回
選
手
権
大
会
に
初
出

場
し
た
平
塚
三
曹
は
、
格
闘

の
指
導
官
資
格
も
有
し
て
お

り
、
部
隊
で
の
指
導
者
と
し

て
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

北
海
道
南
部
銃
剣
道
選
手
権
大
会

　

隊
は
、
平
成
二
十
七
年
一

月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
三
日
間
、
札
幌
市
藤
野
野

外
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
（Fu

’
s snow area

）
に
お
い

て
、
隊
所
属
の
隊
員
家
族
に

対
し
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
部
隊
と

隊
員
家
族
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
、
第
十
一
特
科
隊
曹

友
会
（
会
長
岡
部
曹
長
）
が

主
体
と
な
り
、
隊
所
属
の
Ｓ

Ａ
Ｊ
指
導
員
、
準
指
導
員
、

ス
キ
ー
指
導
官
等
の
資
格
を

持
つ
隊
員
に
よ
り
平
成
二
十

二
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
今
年
で
六
回
目
の
開
催

と
な
る
。

  

ス
キ
ー
教
室
は
、
ナ
イ
タ

ー
で
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら

ず
二
十
二
家
族
四
十
三
名
が

参
加
し
た
。
中
に
は
初
め
て

ス
キ
ー
を
す
る
子
供
達
も
い

た
が
、
最
終
日
に
は
山
頂
か

ら
一
人
で
滑
れ
る
ま
で
上
達

し
、
保
護
者
・
子
供
達
共
々

大
変
満
足
し
て
い
た
。
ま
た
、

本
行
事
を
通
じ
て
隊
員
家
族

同
志
の
結
束
も
高
ま
る
と
と

も
に
、
熱
心
に
指
導
に
あ
た

っ
た
隊
員
達
も
達
成
感
と
充

実
感
を
得
て
、
無
事
三
日
間

の
ス
キ
ー
教
室
を
終
了
し
た
。

「ぼく、スキーすべれるようになったよ　」！！
平成二十六年度　家族スキー教室開催

旅団ＩＣＥ訓練

平
成
二
十
六
年
度
旅
団

　

小
火
器
射
撃
競
技
会

　

平
成
二
十
七
年
三
月

六
日
、
北
海
道
大
演
習

場
有
明
地
区
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
旅
団

小
火
器
射
撃
競
技
会
に

参
加
し
た
。

　

本
競
技
は
、
定
め
ら

れ
た
時
間
内
で
現
出
す

る
六
個
的
（
百
ｍ
、
二

百
ｍ
、
三
百
ｍ
そ
れ
ぞ

れ
二
個
的
）
に
、
弾
倉

交
換
を
行
い
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
弾
丸
を
命

中
さ
せ
る
事
に
よ
り
、

順
位
を
競
う
競
技
で
あ

　

平
成
二
十
七
年
二
月

十
二
日
か
ら
二
月
二
十

六
日
ま
で
の
間
、
真
駒

内
駐
屯
地
及
び
東
千
歳

駐
屯
地
指
揮
所
訓
練
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
旅

団
指
揮
所
訓
練
に
参
加

し
た
。

　

当
初
、
旅
団
長
よ
り

「 
本
訓
練
は
、
旅
団
司

令
部
及
び
隷
下
部
隊
指

揮
機
関
が
上
下
の
連
携

を
図
り
、
指
揮
幕
僚
活

動
の
練
度
を
向
上
さ
せ

る
数
少
な
い
機
会
で
あ

り
、
旅
団
全
体
に
わ
た

っ
て
、
そ
の
指
揮
幕
僚

活
動
が
更
な
る
進
化
を

遂
げ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。 

」
と
訓
示
が
あ
っ

た
。

　

本
年
度
最
後
と
な
る

指
揮
所
演
習
に
お
い
て
、

隊
は
作
戦
の
終
始
に
お

い
て
「
情
報
と
火
力
を

連
携
」
並
び
に
「
積
極

的
な
火
力
運
用
」
を
念

頭
に
訓
練
に
臨
み
、
所

期
の
成
果
を
得
て
本
訓

練
を
終
了
し
た
。

る
。

　

参
加
選
手
は
限
ら
れ

た
時
間
の
中
、
持
て
る

力
を
十
二
分
に
発
揮
し

本
競
技
に
臨
ん
だ
。
競

技
結
果
は
、
高
得
点
者

も
い
た
が
惜
し
く
も
、

上
位
入
賞
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
。
隊
は
、
良

好
な
成
果
を
獲
得
す
る

た
め
、
二
十
七
年
度
も

引
き
続
き
、
隊
員
個
々

の
応
用
射
撃
能
力
の
向

上
を
目
指
す
。

全道自衛隊銃剣道選手権大会

本部管理中隊 平塚３曹

無差別級に参加（右）

格闘指導を行う（左）

　

　

平
成
二
十
七
年
四
月
四
日
五
日
の
両
日
、
旭
川

市
総
合
体
育
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
五
十
五

回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
、
北
海
道

銃
剣
道
北
海
道
銃
剣
道
連
盟
）
に
参
加
し
た
。

団
体
戦
は
、
自
衛
官
青
年
の
部
二
部
に
お
い
て
、

三
回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
第
八
位
に
入
賞
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
は
、
第
一
中
隊
の
滝

石
三
曹
が
、
三
段
以
下
の
部
に
お
い
て
準
優
勝
、

本
部
管
理
中
隊
の
藺
牟
田
三
曹
は
、
四
・
五
段
の

部
に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
進
出
す
る
成
果

を
収
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第２中隊 河原塚２曹

第３中隊 森﨑２曹

個人戦 ３段以下の部　第２位　

第１中隊 滝石３曹

個人戦 ４・５段の部　第８位　

本部管理中隊 藺牟田３曹

第１中隊 三枝２曹
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Ｏ
Ｂ
の
メ
モ
帳…

第
二
話　

十
一
特
ス
キ
ー
訓
練
隊
の
屈
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
奮
起…

栄
光…

　

昭
和
四
十
年
九
月
末
に
Ｂ

Ｏ
Ｃ
を
卒
業
し
新
任
三
尉
と

し
て
大
隊
長
に
申
告
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
「 

俺
へ
の

申
告
は
い
い
。
す
み
や
か
に

連
隊
長
に
申
告
し
て
ス
キ
ー

訓
練
隊
に
参
加
せ
よ
。
」
と
命

令
を
受
け
、
私
は
唖
然
と
し

た
。

　

連
隊
長
に
申
告
し
「
ス
キ

ー
訓
練
隊
」
の
所
属
に
な
っ

た
の
だ
が
、
何
故
こ
の
よ
う

な
緊
急
事
態
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
確
認
を
し
た
と
こ

ろ
、
事
の
発
端
は
前
年
の
方

面
ス
キ
ー
大
会
で
閉
会
式
の

準
備
を
始
め
た
際
、
三
十
Ｋ

ｍ
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い

た
二
選
手
が
未
だ
に
ゴ
ー
ル

出
来
て
い
な
か
っ
た
為
、
大

会
本
部
の
配
慮
で
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
閉
会
式
の
時
間

を
繰
り
下
げ
実
施
す
る
事
と

な
っ
た
。

　

そ
の
二
選
手
が
共
に
「
十

一
特
の
曹
士
」
で
あ
り
こ
の

際
、
当
初
か
ら
方
面
総
監
が

臨
席
さ
れ
る
閉
会
式
で
の
行

動
予
定
を
変
更
さ
せ
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
も
と
で
連
隊
長

が
師
団
長
か
ら
叱
責
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

こ
れ
は
正
に
十
一
特
の
屈

辱
で
あ
り
、
そ
の
為
に
十
一

特
は
ス
キ
ー
選
手
の
基
幹
要

員
訓
練
を
期
間
限
定
か
ら
通

年
合
宿
に
切
り
換
え
実
施
中

で
あ
る
の
で
、
直
ち
に
訓
練

に
参
加
す
る
よ
う
命
令
さ
れ

た
。

　

当
初
の
ス
キ
ー
訓
練
隊
長

「
中
津
一
尉
」
に
申
告
し
て
訓

練
隊
所
属
と
な
っ
た
。
そ
の

際
、
隊
長
か
ら
宣
告
さ
れ
た

言
葉
は
「
他
人
と
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
い
て
は
他
人
と
同

じ
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
。

他
人
と
違
っ
た
努
力
を
し
な

い
と
勝
て
な
い
。
」
そ
こ
で
、

重
視
し
た
訓
練
が
「
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
よ
る

体
力
の
増
強
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
行
す
る
に
も
器
材
を
準
備

す
る
為
の
資
金
が
無
く
、
駐

屯
地
業
務
隊
の
廃
材
置
場
に

行
き
「
自
転
車
の
チ
ュ
ー
ブ
」

を
貰
い
「
腕
の
前
引
・
足
の

前
蹴
り
」
用
の
資
材
を
作
成

し
た
り
、
「
缶
詰
の
空
き
缶 

」

と
「
鉄
の
棒
」
、
「
セ
メ
ン
ト
」

と
利
用
し
て
「
ダ
ン
ベ
ル
」
を

作
成
し
た
り
と
、
代
用
で
き

る
機
材
は
自
分
で
作
成
し
た
。

　

器
材
作
成
を
終
わ
り
、
レ

ン
ガ
隊
舎
の
サ
ー
キ
ッ
ト
場

に
自
分
用
の
用
具
を
準
備
し

て
訓
練
を
開
始
し
た
。

　

当
初
の
基
幹
要
員
は
、
「
三

十
Ｋ
ｍ 

・
十
五
Ｋ
ｍ
」
の
長

距
離
要
員
が
曹
士
五
名
、
階

級
別
リ
レ
ー
要
員
が
幹
曹
士

八
名
、
合
計
十
三
名
で
構
成

さ
れ
た
。

　

訓
練
内
容
は
隊
長
の
言
う

と
お
り
筆
跡
で
は
表
せ
な
い

よ
う
な
訓
練
で
あ
っ
た
。
そ

の
一
例
を
挙
げ
る
と
ま
ず
服

装
に
つ
い
て
、
冬
季
ス
キ
ー

競
技
会
に
参
加
す
る
の
で
あ

る
か
ら
夏
か
ら
同
じ
服
装
で

山
野
を
走
る
、
す
な
わ
ち
、

ス
キ
ー
靴
・
ス
ト
ッ
ク
を
持

っ
て
走
る
が
ス
ト
ッ
ク
に
は

鉄
の
重
り
で
加
重
し
、
小
銃

と
同
じ
重
量
の
鉄
棒
を
背
負

い
毎
日
午
後
二
十
～
三
十
Ｋ

ｍ
西
岡
演
習
場
を
走
っ
た
。

午
前
中
は
主
に
隊
内
の
隊
舎

北
側
の
芝
生
が
朝
露
で
濡
れ

て
い
る
う
ち
に
、
古
い
ス
キ

ー
を
使
い
走
法
の
研
究
、
芝

生
が
乾
い
て
滑
り
が
悪
く
な

る
と
、
今
度
は
根
曲
り
竹
で

幅
一
ｍ
長
さ
三
十
ｍ
ほ
ど
の

ス
ノ
コ
を
地
面
に
固
定
し
そ

の
上
を
走
り
走
法
を
研
究
し

た
。
そ
の
後
は
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
軽
装
で
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
で
脚
力
の

鍛
錬
を
実
施
し
た
。

　

究
極
の
訓
練
は
、
降
雪
直

前
で
当
時
の
階
級
別
リ
レ
ー

（
現
在
の
警
察
学
校
グ
ラ
ン
ド

を
発
着
と
し
、
現
在
の
ゴ
ル

フ
練
習
場
の
南
側
か
ら
弾
薬

庫
の
東
側
～
北
側
を
回
っ
て

一
周
す
る
。
）
四
Ｋ
ｍ
の
コ
ー

ス
を
雪
の
無
い
未
舗
装
の
状

態
で
競
う
訓
練
で
最
終
的
に

は
雪
上
を
滑
る
の
と
殆
ど
変

ら
な
い
タ
イ
ム
で
完
走
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

本
番
の
レ
ー
ス
で
は
ワ
ッ
ク

ス
の
良
否
に
関
係
な
く
好
タ

イ
ム
で
完
走
出
来
る
自
信
が

つ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
他
人
の
出
来

な
い
練
習
を
実
施
し
て
い
た

の
で
、
十
一
特
ス
キ
ー
訓
練

隊
は
他
部
隊
か
ら
「
狂
っ
た

の
で
は
な
い
か
？
」
と
影
口

が
聴
か
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

　

年
が
明
け
、
新
年
の
初
め

は
御
用
始
め
を
大
食
堂
で
実

施
し
、
そ
の
後
幹
部
全
員
が

出
席
し
て
「
祝
賀
会
」
を
実

施
。
後
は
、
部
隊
毎
に
午
前

中
で
終
礼
と
な
り
退
庁
と
な

る
の
が
通
例
で
あ
る
。
私
も

例
に
も
れ
ず
原
隊
で
の
終
礼

が
終
わ
っ
た
の
で
退
庁
す
る

前
に
合
宿
所
に
立
ち
寄
っ
た
。

そ
う
す
る
と
中
津
隊
長
が

ス
キ
ー
の
準
備
を
し
て
ス
キ

ー
コ
ー
ス
に
出
て
行
い
く
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
を
見
た
時
、

私
は
隊
長
の
並
々
な
ら
ぬ
奮

起
を
感
じ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
通
年
合
宿

に
し
た
年
度
は
師
団
大
会
で

四
個
普
通
科
連
隊
中
の
一
個

連
隊
に
勝
利
し
、
方
面
大
会

で
も
方
面
総
監
の
行
動
予
定

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
相

当
の
成
果
を
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

次
年
度
か
ら
は
基
幹
要
員
だ

け
で
な
く
全
種
目
全
員
の
通

年
合
宿
に
し
た
結
果
、
師
団

大
会
で
優
勝
し
四
年
後
の
方

面
大
会
で
は
各
師
団
の
連
隊

・
特
科
群
・
高
射
群
・
施
設

群
・
通
信
群
の
合
計
三
十
個

チ
ー
ム
中
第
五
位
と
な
り
、

そ
の
時
ば
か
り
は
今
ま
で
の

苦
労
が
報
わ
れ
肩
の
荷
が
下

り
た
。
そ
の
後
の
祝
賀
会
で

美
酒
を
味
わ
い
訓
練
隊
全
員

が
最
高
の
喜
び
を
感
じ
た
。

　

次
の
年
は
師
団
ス
キ
ー
大

会
の
み
で
、
連
隊
対
抗
の
駅

伝
競
技
の
ス
タ
ー
ト
は
現
在

の
「
地
下
鉄
車
庫 

」
、
当
時

の
コ
ー
ス
は
「
グ
ラ
ン
ド
～

西
岡
演
習
場
～
有
明
演
習
場

～
島
松
山
頂
～
島
松
演
習
場

桜
森
」
で
あ
り
、
特
科
連
隊

は
こ
の
大
会
で
も
優
勝
。
師

団
大
会
は
六
年
連
続
で
の
優

勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
た
だ
、
そ
の
為
に
次
年

度
以
降
の
ス
キ
ー
競
技
会
は

中
止
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の

理
由
は
「
体
力
面
で
の
勝
負

で
あ
る
の
に
四
個
普
通
科
連

隊
が
特
科
連
隊
に
勝
て
な
い

の
で
は
普
通
科
連
隊
の
士
気

に
拘
る
。
」
で
あ
っ
た
。

　

方
面
の
ス
キ
ー
大
会
も
出

場
資
格
条
件
が
変
更
さ
れ
、

「
一
人
一
種
目
」
、
ま
た
「
同

一
階
級
で
二
回
以
上
の
出
場

禁
止
」
と
な
り
、
参
加
資
格

を
失
っ
た
私
を
含
め
選
手
達

は
原
隊
復
帰
し
本
来
の
隊
務

に
精
励
す
る
事
と
な
っ
た
。　

　

ス
キ
ー
訓
練
隊
で
の
成
果

を
返
り
見
た
時
、
ス
キ
ー
の

神
様
と
言
わ
れ
た
「
中
津
一

尉
」
の
ス
キ
ー
技
術
の
指
導

と
伝
授
、
「
鬼
の
鹿
野
」
と
言

わ
れ
た
精
神
面
で
の
根
性
と

叱
咤
激
励
と
が
相
ま
っ
て
、

十
一
特
ス
キ
ー
訓
練
隊
の
奮

起
と
栄
光
が
確
立
さ
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
「
ス
キ
ー
技
術
と

体
力
に
は
限
界
が
あ
る
が
、

精
神
面
に
は
限
界
が
無
い
。
」

鹿
野
　
隆
　
氏
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
七
年
三
月
生
ま
れ
　
八
十
二
歳

昭
和
二
十
五
年
三
月

　
　
仙
台
育
英
高
校
卒
業

昭
和
二
十
五
年
十
月

　
　
警
察
予
備
隊
入
隊

昭
和
二
十
九
年
十
月

　
　
第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）

昭
和
三
十
一
年
一
月

　
　
第
七
特
科
連
隊
（
真
駒
内
）

昭
和
三
十
六
年
八
月

　
　
第
十
一
特
科
連
隊
（
〃
）

昭
和
四
十
九
年
三
月

　
　
第
十
一
特
科
連
隊
（
〃
）

　
　
第
三
大
隊
　
本
部
管
理
中
隊
長

昭
和
五
十
五
年
八
月

　
　
第
四
特
科
群
（
上
富
良
野
）　

　
　
本
部
中
隊
長

昭
和
五
十
七
年
八
月

　
　
第
十
一
師
団
（
真
駒
内
）

　
　
総
務
課
総
括
班
長

昭
和
六
十
年
八
月

　
　
第
十
一
特
科
連
隊
付
（
〃
）

昭
和
六
十
一
年
三
月

　
　
定
年
退
官

昭
和
六
十
一
年
四
月

　
　
損
害
保
険
代
理
店

平
成
二
十
五
年
三
月

　
　
会
社
役
員

と
言
う
事
を
信
じ
、
ス
キ
ー

訓
練
隊
の
隊
員
を
叱
咤
激
励

し
当
初
の
隊
員
に
体
力
の
限

界
を
超
え
て
無
理
を
さ
せ
た

事
を
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
謝
罪
し
、
そ
し
て
ご
理

解
を
念
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

「
良
き
伝
統
は　

弛
ま
ぬ
努

力
に
よ
っ
て　

継
承
さ
れ
る
」

　
　
　
　
　

著　

鹿
野　

隆
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隊
本
部

　

一
等
陸
尉　

大
窪　
　

力

　
　

第
二
特
科
連
隊
（
名
寄
）
へ

本
部
管
理
中
隊

　

陸
曹
長　
　

廣
瀬　

英
之

　
　

第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
木
更
津
）
へ

　

一
等
陸
曹　

続
池　
　

悟

　
　

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ

　

一
等
陸
曹　

早
川　

広
勝

　
　

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ

　

三
等
陸
曹　

富
樫　

知
美

　
　

札
幌
地
方
協
力
本
部
（
札
幌
）
へ

第
一
中
隊

　

三
等
陸
曹　

中
村
遼
太
郎

　
　

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
へ

第
二
中
隊

　

一
等
陸
尉　

佐
藤　
　

太

　
　

北
部
方
面
総
監
部
（
札
幌
）
へ

第
三
中
隊

　

二
等
陸
曹　

阿
部　

孝
広

　
　

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
へ

本
部
管
理
中
隊
へ

　

准
陸
尉　
　

石
黒　

友
一

　
　

北
部
方
面
混
成
団
（
東
千
歳
）
か
ら

　

陸
曹
長　
　

松
山　

聖
人

　
　

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊
（
真
駒
内
）
か
ら

　

二
等
陸
曹　

青
山　

茂
樹

　
　

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
中
隊
へ

　

三
等
陸
尉　

淺
田　

詩
織
（
任
官
）

　
　

幹
部
候
補
生
学
校
（
前
川
原
）
か
ら

　

三
等
陸
曹　

前
川　

大
輔

　
　

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
か
ら

第
二
中
隊
長
へ

　

三
等
陸
佐　

浅
地　

優
太

　
　

北
部
方
面
総
監
部
（
札
幌
）
か
ら

第
二
中
隊
へ

　

二
等
陸
曹　

奥
山　
　

勝

　
　

第
二
特
科
連
隊
（
名
寄
）
か
ら

　

二
等
陸
曹　

菊
池　

文
夫

　
　

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊
（
真
駒
内
）
か
ら

　
第
三
中
隊
へ

　

陸
曹
長　

 
 

堀
江　

秀
直

　
　

別
海
駐
屯
地
業
務
隊
（
別
海
）
か
ら

　

二
等
陸
曹　

市
田　

直
也

　
　

自
衛
隊
札
幌
病
院
（
豊
平
）
か
ら

隊
本
部
へ

　

准
陸
尉　

 
 

杉
山　
　

尚

　
　

本
部
管
理
中
隊
か
ら

本
部
管
理
中
隊
へ

　

准
陸
尉　

 
 

井
上　

佳
克

　
　

隊
本
部
か
ら

　

准
陸
尉　

 
 

阿
部　
　

剛

　
　

第
二
中
隊
か
ら

　

二
等
陸
曹　

三
枝
健
太
郎

　
　

第
一
中
隊
か
ら

　

二
等
陸
曹　

伊
藤　

正
明

　
　

第
一
中
隊
か
ら

　

二
等
陸
曹　

金
子 

 

辰
徳

　
　

第
三
中
隊
か
ら

　

三
等
陸
曹　

及
川　

優
太

　
　

第
二
中
隊
か
ら

第
一
中
隊
へ

　

陸
曹
長　
　

村
田　

隆
二

転 

出 

者 
 

紹 

介

転 

入 

者 
 

紹 

介

第１１特科隊ホームページアドレス　http://www.mod.go.jp/gsdf/nae/11d/organization/images/tokka/index.html

一　

入
門
証
に
つ
い
て

　

現
在
、
期
限
切
れ
の
入
門
証
を
お
持
ち
の
方
で
今
後

も
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

手
続
き
に
関
し
て
は
、
「
特
科
隊
広
報
・
援
護
室
」
に

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

電
話
〇
一
一
ー
五
八
一
ー
三
一
九
一

　
　
　
　
　

（
内
線
二
六
四
七
）　

担
当
・
杉
岡

二　

叙
位
及
び
死
亡
叙
勲
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
在
職
中
の
功
績
と
一

定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
、
叙
勲
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
特
に
死
亡
叙
勲
は
、
ご
遺
族
か
ら
の
申
し
出
に

よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
手
続
き

の
期
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と

叙
勲
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
御
本

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
日
を
含
め
て
五

日
以
内
に
最
寄
の
防
衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡
す

る
こ
と
を
ご
家
族
共
々
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
特
科
隊
人
事
班
）

三　

そ
の
他

　

特
科
隊
隊
舎
一
階
に
は
特
科
連
隊
時
代
の
歴
史
を
展

示
し
た
広
報
展
示
室
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
訪
問
の
際
に
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

Ｏ
Ｂ
の
方
へ
連
絡
と
お
願
い

΄

ῆ

∞
љ

自衛隊幹部候補生　一般（細部は地本Ｈｐをご確認ください。）
　応募資格
　　【大卒程度試験】
　　22 歳以上 26 歳未満の者（20 歳以上 22 歳未満の者は大卒
　　（見込含）、28 歳未満）
　　【院卒者試験】
　　修士課程修了者等（見込含）で、20 歳以上 28 歳未満の者
　　受付期間：平成 27 年 3 月 1 日（日）～ 5月１日（金）
　　試験期日：1次　平成 27 年 5 月 16・17 日（土・日）
　　　　　　　（17 日は飛行要員のみ）他
自衛官候補生　男子
　応募資格：18 歳以上 27 歳未満の者
　受付期間：年間を通じて行っております。
　試験期日：試験時にお知らせいたします。
　※自衛官候補生（女子）に関しては地本Ｈｐをご確認くださ
　い。
　　上記以外にもたくさんの募集要項があります。興味のある
　方は地本Ｈｐをご確認ください。


